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1 単元名

「包括的」な社会のために、自分ができることを考えよう

2 単元の目標

ESD の視点に立った学習指導で重視する能力・態度（国立教育政策研究所が例として示したもの）

（１）タイと日本を比較し、その違いを見ることで、自分の周りと違うものを「受容する」ということについて

考える。（多面的・総合的に考える力、批判的に考える力）

（２）ＯＤＡの働き、ＪＩＣＡの活動について触れ、国際支援について関心を深める。そこから、国際支援

の必要性、そこにおける日本の役割について考える。（つながりを尊重する態度）

（３）ＡＰＣＤ（アジア太平洋障害者センター）の活動を通して知った「包括的」という言葉について、包括

的社会という言葉について考える。そして「包括的社会」とはどのような社会なのか、そのために自分が

できることを考える。（批判的に考える力）

（４）タイにおける諸問題について触れた後、自分の周囲にある課題について考える。そこから、自分の

周りにある課題解決に向けて、自分ができることを考える。（未来像を予測して計画を立てる力）

３ 資質・能力育成に向けた授業づくりの視点（国立教育政策研究所・２０１４）

１ 意味のある問いや課題で学びの文脈を造る    ２ 子供の多様な考えを引き出す
３ 考えを深めるために対話のある活動を導入する ４ 考えるための材料を見極めて提供する
５ すべ・手立ては活動に埋め込むなど工夫する   ６ 子供が学び方を振り返り自覚する機会を

提供する
７ 互いの考えを認め合い学び合う文化を創る

４ 単元の指導について

（１）教材観
  本校は昨年度ユネスコスクールとして認可され、校内に ESD プロジェクトチームを設置し、国際交
流・異文化理解、環境教育、人権・平和・主権者教育、アクティブラーニングの４本柱を設定し活動して
いる。国際理解教育を行う上で生徒に伝えたいことは「自分に何ができるか考える」という当事者意識
を持つ、ということである。世界の課題、自分の身の周りの課題に触れた時に、他人事と捉えず、自分
に何かできることは、という意識を持たせることが、国際理解教育を行う上での目標である。

本実践では①自分の目で見て他国を知り、視野を広げ、自分と異なるもの受け入れ、尊重する気持
ちを養うこと、②支援というものが一方的に与えるものではなく、相手の立場を支える取り組みであり、
相手の存在を対等なものとして尊重するものだということ、の２点を柱として授業を行う。タイという国に
ついて学ぶことで、生徒の異文化理解への姿勢を促し、他を受容し理解することの大切さを伝えたい。
そして、タイで行われているタイと日本間の支援を見ることで、国際支援への理解、その必要性につい
て考えたい。支援から見えるタイの課題に触れた後、SDGｓで見る世界の課題、自分の身の周り、日本
に潜む課題について考える。世界の課題、タイの課題、日本の課題と、徐々に生徒に近いものに落とし
込んでいくことで、課題を身近なものと結びつけて考え、生徒自身が考えようとする意識を持ち、課題に
向けて自分ができること、自分のこれからの学びと関連付けて考えようとする意欲を喚起したい。

（２）生徒観
生徒の中には、年に数回行う海外高校生訪問団受入で他国の生徒と交流したり、異文化理解や時

事英語といった授業を通して、異文化に触れたり、国際的な事象について学習した経験があるものもい
る。そのような生徒もいる一方で、大半の生徒にはそういった経験が無く、外国に興味を示さない生徒
も少なくない。学習に対しても受け身の部分が多く、与えられた課題は行うが、自分から考え何かに取
り組むという姿勢はなかなか見られなかった。しかし、夏季休業中に本研修でタイに行くことを伝えたと
ころ、休み明けにタイはどんな国だったか、何が面白かったか、授業でどんなことをやるのか、など質問
してくる生徒が見られた。

海外に行ったこと、タイという国について興味を持ってくれている生徒たちに対して、自分がタイで見
てきたものを伝えることが、生徒たちの一つの異文化体験となり、生徒たちが日本とは違う国を知るき
っかけになればと考えた。また、SDGｓ、タイの課題、日本の課題に触れ、自分ができることを考えること
で、これからの自分たちの学びの意味を見出して欲しいと考えた。

学校名：長野県中野西高等学校

氏名：宮澤 まどか

[担当教科： ] 英語

● 実践教科等： コミュニケーション英語Ⅲ

● 時間数 ： ４時間

● 対象生徒 ： 高校３年生

● 対象人数 ： ３７人
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（３）指導観

教師自身が見てきたものを生徒にも可能な限り多く体験させたかったので、写真資料を多く利用した。

また、生徒の自主的な発言、活発な意見交換を促すために、フォトランゲージを用いた資料の読み取り、

グループによる意見交換、クラス全体での意見交換の時間を全ての授業で設けた。授業のまとめには、

生徒自身が授業内で考えたことを振り返ることができるように、自分の意見をまとめるワークシートを全

ての授業で配布、記入させた。

加えて、担当学年が高校３年生という進路決定を控えた学年であったことから、自分のこれからの学

びの意味、その目的を考えるきっかけになるような発問設定に留意した。こちらからの発問を通して、国

際社会に生きていくことになる生徒たちに、視野を広く持つこと、海外やその人々の生活や文化に興味

を持ち、違いを受け入れ、互いを認めあいながら、協力・共生していくことの大切さを伝えたいと考え

た。

５ 評価基準

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
評価規準 ・タイの文化や社会

を 知 る こ と を 通 し
て 、世 界 の 多 様 な
文化や価値観につ
いて理解を深めよう
としている。
・タイが抱える諸問
題 に 関 心 を 持 ち 、
それらの原因、その
解決に向けて活動
している人について
関 心 を 持 つ こ と が
できる。

・タイにおける日本
の支援について触
れ、国際協 力の在
り方について考える
ことがで きる。そこ
から 、国 際 協 力 の
必要性について考
えることができる。
・自分の身の回りに
あ る問 題 に つい て
考 え 、 意 見 を 列 挙
することができる。

・資料（フォトランゲ
ージなど）から必要
な情 報 を読み取 る
ことができる。
・ 「包 括的な 社会 」
という言葉について
グループで考え、ま
と めた 考 え を 全 体
に発表することがで
きる。

・ＯＤ Ａの仕組みに
ついて 理 解 を深 め
ることができる。
・ 世 界 が 抱 え る 課
題 や タ イ が 抱 え る
課 題 、 そ れに 対 す
るＪＩＣＡの支援につ
い て 理 解 を 深 め る
ことができる。

評価方法 学習の様子・発言・ワークシートの記述・感想

６ 単元の構成

時限 小単元名 学習のねらい 授業内容

１ 写 真から 学 ぶ「タ
イ王国」

・タイの雰囲気、文化、習慣
などについて興味、関心を
持つことができる。
・タイと日本の共通点、相違
点を考えさせる。
・相違点を挙げていく中で、
自分の周りとは違うものに
ついて、「受容する」とはどう
いうことか、考えさせる。

・タイで撮影した写真を示し、日本の文化や
習慣との相違について考える。
・他国の違い、それに対する驚きを、否定的
に見てしまう姿勢について考える。

２ タイにおけるＪＩＣＡ
の取り組みを通し
て、国際支援につ
い て 理 解 を 深 め
る。

・ＯＤＡについて理解を深め
る。
・タイで行われている国際支
援について理解を深める。
・なぜ国際支援が必要なの
かを考える。

・ＯＤＡの概要、ＪＩＣＡの活動を理解する。
（タイ国内の取り組みを中心に）

・写真から読み取れることをグループでまと
める。（①どんな支援が行われている場所
か②なぜその支援が行われているのか）

・各グループで読み取ったことを、クラス全
体で共有する。

・ＪＩＣＡの活動、戦後日本が復興のために
支援を受けていたことに触れながら、国際
支援のあり方について考える。

３ タイでの取り組み
か ら 、 世 界 の 課
題、日本国内で見

・ＡＰＣＤの取り組みから、タ
イが目指す社会を考える。

・ＡＰＣＤの活動について触れ、タイが目指
す社会についてグループ内で意見を出し
合い、まとめる。

＜授業を終えての生徒の感想＞
・タイの文化と日本の文化を比べると違いが分
かるし、面白いなぁと感じた。
・本やテレビで見るよりも実際にその場に行き、
体験するのとでは得られるものが違うと思った。

＜生徒の感想＞
・援助をしあうことで、お互いに発展を遂げていくのだと思った。みんなが支え合う
ことで、困ったときのつながりを得られるんだと思った。
・ガールスカウトをやっていて、貧しい国に使わない物を送ったことがあるけど、改
めてその必要性が分かった。
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えてくる課 題につ
いて考える。 ・SDGｓについて触れ、世界

が抱える課題について考え
る。
・タイの課題、世界が抱える
課題について考えた後、日
本 （自 分の周り）の課 題に
ついて考える。
・「包括的」という言葉につ
いて考える。
（→自分の周りは包括的と
言えるのか、どのような社会
が「包括的な社会」と言える
のだろうか。）

・ＳＤＧｓのロゴと各ゴールを一致させて、世
界が抱える課題にはどのようなものがある
のか考える。

・日本で見えてくる問題についてグループ内
で意見を出し合い、まとめる。

４ 「 包 括 的 な 社 会 」
とは、どのような社
会なのだろう。
自分たちが考える
包括的な社会と、
そのために自分が
できることを考えよ
う。

・「包括的」という言葉の意
味について考える。
・「包括的な社会」とはどの
ような社会なのか考える。
・自分たちがまとめた「包括
的な社会」のためには何が
できるだろか。

・「包括的」と「排除的」という言葉を比較し
ながら、それぞれの言葉の持つ意味を考
え、グループで話し合う。

・その言葉と自分が生きる社会を組み合わ
せて考えたときに、どのような社会になるだ
ろうか。派生図を使ってグループでまとめ
る。

・自分たちが考えた「包括的な社会」のため
に自分ができることを付箋に書く。

7 授業事例の紹介

小単元名【 To make a better place -自分ができることを考えよう-  】

（１） 指導案
（ア）実施日時 １１月１１日（金） 第２限
（イ）実施会場 ３年２組 ＨＲ教室
（ウ）本時の目標

生徒たちは本時までにタイの課題、それを支援する日本やＪＩＣＡの活動、その他組織の活動を見
てきている。さらにそこからＳＤＧｓを通して世界が抱える課題について知り、自分の周りに潜む課題
や問題についても意見を出し合うことで、課題を抱えているということは決して他国に限ったことでは
ないということを考えてきた。

社会の一員としてこれから進んでいく生徒たちに、自分の周りにある問題、世界の問題を他人事
と捉えずに、それらについて真剣に考え、できることを考えようとする態度を育てることが本授業の目
標である。スケールが大きく、難しいテーマではあるが、「自分にできることは何か」ということを考え、
そこから自分の学びが何かにつながる可能性についても意識させたい。
（エ）指導のポイント

① 本時では導入として、何らかの課題に対して活動する人々について取り上げる。「何かアクショ
ンを起こしている人」というタイトルで協力隊の活動を紹介することで、他の人の活動を自分ができる
ことを考えるきっかけさせる。
② 生徒の積極的に探究する姿勢を引き出すために、グループごとに資料を読み取り、読み取ったこ
とをクラス全体で共有するという学習活動を設定した。
（オ）本時の展開

過 程 ・

時 間
指導内容 学習活動 指導

形態 指 導 上 の 留 意 点 評価
(評価規準・ 評価方法）

導入
５分

こ れ ま で の 振
り返り
【３（６）】

前時までの感想（疑問や新た
な気付き）をまとめ、クラス全
体で共有する。

一斉 前時に 考えた、身の回
りに あ る様 々な 課 題 に
ついて想起させる。

展開
①
１０
分

タ イ で 出 会 っ
た「何か」のた
めに 活 動 する
人
【３（３）】
【３（４）】

・タイで何かのために活動する
人々の写真と、その人に関す
る説明文を各グループに配布
する。
・写真を見て、あるいは英文を
読んで、写真に写っている人

グ ル
ープ

・８グル―プで活動。
・ ４ つのテーマに 関 し、
各 テーマ ２ 枚 ずつの写
真を配布。

・ 協 力 し て 話 し
合いに参加して
いるか
・多角的に物事
を見ようとしてい
るか

＜生徒の感想＞
・包括的な社会にするためには、排除しようと
する気持ちをなくす必要があると思うけど、難し
い問題だと思う。
・世界にある差別とか問題について見たり考え
たりしてきたけど、日本に目を向けると共通す
る問題も多くて驚いた。
・抱えている問題は多いけれど、それを解決す
るためにどれだけの人が行動しているのか疑
問に思った。
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がどんな活動をしているのか、
何のために活動しているのか
を考える。
・グループで考えたことを発表
させ、クラス全体で共有する。
・ 他グループの発 表を聞 きな
がら、他のグループの写真に
ついても理解を深める。

・ 他 のグ ループの写 真
について も 興 味 を 持 た
せられるように、各自ワ
ークシートにメモを取ら
せる。

展開
②
１５
分

「 包 括 的 な 社
会」とはどんな
社会だろうか
【３（１）】
【３（２）】
【３（７）】

・前時に投げかけた「包括的な
社会」について考える。
・グループごとにマッピングを
行い、意見をまとめる。
・グループで考えたことを発表
させ、クラス全体で共有する。

グ ル
ープ

・「包括的」という言葉が
少し難しいかもしれない
ので、教師が少し考える
きっかけを与える。
（ アジ ア 太 平 洋 障 害 者
センターの所長の言葉
から、生 徒 の意 見 を引
き出したい。）
・ グ ル ー プ で 出 た 意 見
を、一枚の紙にまとめさ
せる。

・ 協 力 し て 話 し
合いに参加して
いるか
・多角的に物事
を見ようとしてい
るか

展開
③
１５
分

自 分 た ちがで
きることを考え
る
【３（１）】
【３（２）】
【３（７）】

・「包括的な社会」のために世
界、あるいは自分の周りから
無くしたいと思うこと、そのため
に自分がやってみようと思うこ
とについて考え、グループ内で
共有する。（付箋に書く）
・グループで考えたことを発表
させ、クラス全体で共有する。

グ ル
ープ

・できる、できないにとど
めず、自分ならどうする
かという可能性も含めて
考えさせる。
・話し合いが停滞してし
まわないように、適宜机
間巡視を行う。

・ 協 力 し て 話 し
合いに参加して
いるか
・多角的に物事
を見ようとしてい
るか

まとめ
１０
分

本時の活動の
まとめ
【３（２）】

・本時を通して考えたこと、感
じたことをワークシートに記入
する。

一斉 ・これまでの授業を通し
て生 徒たちに 考えて 欲
しかったことを最後に伝
える。

（２）授業の振り返り
  生徒に「包括的な社会」について、そこから「そのために自分にできること」を考えさせるために少し
でもヒントとなるように、タイで出会った「何かのためにアクションを起こしている人」として展開①の部分
を設定した。本授業までにＯＤＡ及びＪＩＣＡの取り組み、青年海外協力隊やシニアボランティアについ
ても触れてきていたので、そこで実際に活動する人、何のために活動しているのかを知る機会になった
のではと考える。
  本時の主題は展開②及び③の「包括的な社会とはどんな社会だろうか、そのために自分ができるこ
とを考えよう」であったが、想定していた通り、生徒には少し難しいテーマだったようで、グル―プワーク
の最中に教師に助言を求めたり、グル―プの中で意見が止まったりしてしまうグル―プがいくつか見ら
れた。しかし、これまでの授業を通してクラスで考えたこと、自分が感じたことなどをつなぎ合わせながら
最終的に意見をまとめられている姿が見られたと思う。また、自分の周辺に存在する課題を考えた後
の活動だったので、自分の周辺の事例を考えながら意見をまとめようとする生徒もいた。

生徒が一生懸命考えようとする姿が見られたにもかかわらず、時間配分の工夫が足りずに生徒が
考えるための十分な時間を与えられなかったこと、その考えをクラス全体で共有する時間を作れなかっ
たことは大いに反省すべき点であった。

（３）使用教材

＜「前時の振り返り」スライド 一部抜粋＞            ＜生徒への問いかけ：本時のテーマ＞

                                   

＜「タイで何かのために活動している人」スライド 一部抜粋＞
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＜生徒への問いかけ：包括的な社会ってどんな社会だろう＞

８ 単元をとおした児童生徒の反応/変化
＜生徒たちの感想＞
・自分の国が今あるのも、他の国の支えがあってこそのものだと思った。
・今の社会をより良くするには一人ひとりが「こういう風にしたい」と思うことが大切なのかなと思った。
・自国と他国は常識も文化も必要としているものも違うけれど、その違いに気付き、寄り添った支援が
必要なのかなと思った。
・行ったことのない国の話を聞くのは新鮮で面白かった。それと同時に日本との違いを比較してしまい、
日本がどれだけ恵まれているかが分かった。海外で人の役に立ち活躍している方がもっといると思うの
で、調べてみたいと思った。人を先入観で見ず、身の回りのことから何か役立つことをしたい。
・ボランティアで他の人に教えている人もいたり、自分のためよりも他人のために行動している人がすご
いと思った。でもそれは自分のためでもあるのかなと思った。人のために何かをしてあげることで自分の
存在価値を見いだせることがあるので、winwin の関係であるのかなと思いました。
・私は将来理科教師として理科を教えようと思っています。日本で楽しさを教えることも大切ですが、発
展が不十分な場所で基礎理科を教えようかと、視野が広がりました。どこの国の子どもたちも面白こと
や自分の興味のあることに目を輝かせます。私はその子どもたちの将来の目を伸ばしてあげたいと思
いました。

＜考察＞
違いを受容すること、国際協力について考えること、タイの

課題を通して自分の周りの課題について考えること、これらを
通して包括的な社会とは何か、そのために自分ができること
は何か、について生徒に考えさせてきた。生徒の授業での様
子、アンケートでの振り返りから、生徒各々でしっかり考えて
いたように思う。アンケートの抜粋にもあるように、自分の将
来と結びづけてそこからの展望を考えている生徒も見られた。
しかしその一方で、「一人ひとりが行動することが必要だと思
った」や、「他の人のために活動している人がいてすごいと思
った」のような、当事者として何ができるかというところまで深

められていないような意見も見られた。問いかけが大きすぎて、自分のこととして考えられていなかった
故の意見だと思う。生徒がより深く、自分の将来やこれからの学びと結び付けて考えられるような授業
内容、教師からの問いかけが重要なのだと強く感じた。

９ 授業実践全体の成果と課題及び課題の改善策
【海外派遣前】
・国際理解教育を、少しでも自分の体験が伴ったものにしたいと思い、この研修への参加を希望したが、
担当教科との関連付け、具体的な授業などは考えることができていなかったので、派遣前の授業案作
成は非常に苦労した。（苦労した点）
・タイにおけるＪＩＣＡの取り組み、見学先などについて可能な範囲で調べたり、情報を提供されたりして
いたので、ある程度の情報を持って研修に参加することができた。（良かった点）
【海外派遣中】
・実際の国際協力の現場、そこで活動する人々の話を直接聞くことができたので、知識が自分の身とな
るのを感じることができた。（良かった点）
・各日程終了後に、参加者全員で振り返りミーティングを行ったので、自分以外の参加者が感じたこと
や考えたことを全て共有できた。自分の意見だけでなく、参加者全員の意見を聞けたことは、この研修
への参加目的、そこから得なければならないことを日々考えさせられる大変有意義な時間であった。
（良かった点）
・帰国後の授業をより深く想定しておくことができていれば、各見学先の情報をもっと能動的に得ること
ができたかもしれない。（反省点）
【海外派遣後】
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・海外派遣で得たものがとても多く、どこに焦点を当てて授業を行うべきかの選択に苦労した。（苦労し
た点）
【授業実践までのＰＤＣＡサイクル】

段階 項目

Ｐ（計画） ・生徒が「～だと思った」や「～だと感じた」というような単純な感想で終わらないようにす
るために、生徒への問いかけができるような授業内容を設定する。
・前時までに学習したこと、考えたことの総括となるような授業内容を設定する。
・生徒個人の活動とならないように、授業全体をグループワークで構成し、クラス全体で
の意見共有の時間を設定する。

Ｄ（実施） ・視覚からの情報をできるだけ多く提供したかったので、各時間パワーポイントを作成し
た。また、生徒がその授業内で考えたことを、自分自身でしっかり振り返ることができる
ようにワークシートで毎時間授業ごとの振り返りを行った。
・グループワークで授業を実施したが、各意見がグループ内だけでとどまらないように、
クラス全体で意見を共有する時間を設定した。

Ｃ（検証） ・問いかけを多く行ったので、生徒各々が、教師が投げかけた問いについて一生懸命考
える姿が見られた。しかし一方で、グループ内で他の生徒とうまくコミュニケーションをと
ることができない生徒もおり、意見共有が一方的になっている部分も見られた。また、問
いが難しすぎて答えを出すのに苦労している生徒の姿も見られた。
・授業時間内に予定した内容が終了しないことがあり、生徒の感想記入等の時間を短
縮せざるを得ないこともあった。

Ａ（改善） ・問いが難しくなりすぎないように、そうであったとしても生徒が熟考できる時間を与えら
れるように、もう少し時間をかけて授業を組み立てられれば良かった。
・教科と国際理解教育を結び付けられるよう、国際理解教育の授業に継続性を持たせ
られるよう、年間を通した計画が必要だと感じた。

10 教師海外研修に参加して
この研修に参加した一番の動機は「国際理解教育について、自分の実体験を得たい」ということであ

った。国際理解教育の必要性が高まり、生徒に国際理解教育を行っていく立場として、語ることのでき
る実体験が無いことがとても苦しいことであった。また、知識だけで実体験のないまま生徒にそれを伝
えたとしても、それは生徒に伝わるだけであって、理解まで深まっていかないのではないかという不安も
あった。生徒の理解を深めるには、自分の実体験が必要と思い、この研修に参加した。

アジア太平洋障害者センターで聞いた、「inclusive にしようとすることで、かえって exclusive になってし
まっていないか」という言葉は、授業実践において大きなキーワードとなった。授業を実践した生徒たち
は、これから自分で進路を切り開いていくことになる高校３年生であり、これから大学や専門学校に進
む生徒たちが、何のために学び、何のために行動するのか、この授業を通して考えるきっかけになって
もらえればとの思いもあった。これからの未来を担っていく若者たちへ、という意味も込めて、「包括的な
社会とは、そのために自分ができることは」について考えて欲しかった。これまでの授業で考えたこと、
意見交換で得たことを踏まえながら、自分たちが考える包括的な社会、そのために自分ができることを、
一生懸命考える姿を見ることができたように思う。自分自身がタイへ行き、この言葉を直接聞くことがで
きたから、生徒に本当に考えてもらいたいこととして投げかけることができたのだと思う。自分で足を運
び、直接目にすること、直接聞くことの大切さを改めて感じた。

今回授業を実践してみて感じたことは、国際理解教育は学校内あらゆる場面での連携が必要だとい
うことである。本実践は授業を担当している学級でしか実践することができなかった。世界で起きている
問題、世界の共通課題を取扱った授業は、ある教科、それについて関心のある者だけではなく、学校
全体で取り扱っていく必要のあることであると考える。これからの未来を担っていくのは、自分でもあり
日々接している生徒たちでもある。広い視野を持ち、世界の課題を、身の周りの問題を他人事と考えず
に、何かできることはないかという問題解決意識を持った生徒を育てていくことが、これからの目標であ
る。本研修が生きる場をこの授業だけで終わらせないために、教師として精進していきたい。

本研修で出会うことができたタイチームのメンバー、ＪＩＣＡタイ事務所の方々をはじめ、タイで様々な
場所を案内し、いろいろな話を聞かせてくれた方々、すべての方々のおかげで、本当に有意義で貴重
な研修に参加できたと感じている。すべての方々への出会いに感謝し、今後も努力していきたい。

包括的な

社会のために


